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単元の指導計画

単元：おすすめの本をわかり
やすく紹介しよう

別紙「学習指導計画」参照（本時は６時間中の６時間目）
単元の指導目標
別紙「学習指導計画」参照

本時の指導目標

自分の行った本の紹介について振り返り、聞き手にとって分かりやすい話し方を理解する。

指 導 過 程

段階 時間 指導 学 習 活 動 指導上の留意 評 価
内容 点

導入 ５分 発表準 各自、発表の準備を行う。 聴衆は分かりや
備と聞 聞き取りシートに名前を記入す すさの観点で点
き取り る。 数をつけ、最後
シート に最も読みたく
配布 なった本の紹介

者を選ぶことを
伝える。

展開 ３０ 発表 １人１分間で本の紹介を行う。 終わったら話し 「行動の分析」
分 聴衆は以下の観点で点数をつけ 手は簡単に反省 発表内容で以下

る。 事項を記入す の点を評価す
る。 る。

・分かりやすさ
の観点

「分かりやすさ」の観点：
※評価規準：Ｂ（3点）を基本とし、各項目で以下に該当する生徒をＡ（4～5点）、Ｂに達し
ない生徒をＣ（1～2点）とする。
①聞き手を意識した構成
Ａ →あらすじやポイントがわかり、聞き手を惹きつける工夫がある
Ｂ →本のあらすじや自分のおすすめポイントがわかる

②聞き手を意識した話し方
Ａ →聞き取りにくいところがなく、声に抑揚や緩急があり、目線や身振りなど聞き手を

意識している
Ｂ →聞き取りにくいところがない

③聞き手の理解を助ける発表資料
Ａ →本の内容に関わる工夫された資料を効果的に用いている
Ｂ →本の内容に関わる資料を用いている

まと １５ 振り返 発表を聞いて、最も読みたい本 最も読みたい本 「記述の分析」
め 分 り の紹介者を記入する。 を紹介した人を 振り返りシート

選ばせる。 で以下の点を評
価する。
・相手の理解が

以下の点について、自らの発表 反省としては悪 得られるよう表
を振り返る。 いところだけで 現を粘り強く工
・1回目と２回目の改善点 なく、良かった 夫する中で、自
・発表前と発表後の話し言葉や ことや成功した らの学習を調整
分かりやすい話し方の理解へ ことも書かせ し、おすすめの
の変化 る。 本を紹介しよう

・今後の言語活動への意識 としているかを
分析する。


